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審 査 結 果 の 要 旨 
 
 本研究は、ヒト子宮内膜症組織と培養子宮内膜症間質細胞、および子宮内膜症モデルマ
ウスを用いて、IAP阻害剤が新しい子宮内膜症治療薬となり得るか否かを検討した論文であ
る。子宮内膜症組織におけるIAPの発現亢進が、子宮内膜症の病態において重要な役割を果
たすことが示唆された。さらに、IAP阻害剤がヒト子宮内膜症間質細胞の増殖抑制と、子宮
内膜症モデルマウスの病巣縮小効果を示すことを明らかにした。IAPは子宮内膜症治療の新
たな分子標的となることが示唆された。本研究は新知見に富み、その成果は生殖内分泌学
研究に貢献するとともに、学術の水準を高めたものと認められる。 
